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岐南町立東小学校 キッズウィーク期間中に取り組みました 

 

 

岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
家 庭 教 育 推 進 専 門 職 ：河野  
（ ℡ 0 5 8 - 2 7 2 - 8 7 5 2 ） 

●案内文  
●お礼・振り返り文 

取組の様子   
岐南町立東小では、昨年から「わが家の約束運動」を

始めました。今年はキッズウィークの10月6日から14
日までの9日間の秋季休業日（羽島郡統一）に取組を行
いました。短い期間で振り返りを行い、意識が継続でき
るようにしています。 
取組の様子は、例示された内容に沿ったものが多く、

子どもらしい素敵な優しさがあふれていました。保護者
からの言葉がとても丁寧に書かれていて、子どもが大事
にされている雰囲気が伝わってきます。 
●約束：お手伝いを毎日やる 
・子ども：これからもお手伝いを続けます 
・保護者から：自分で考えてお手伝いしてくれるように
なって、とっても頼もしく思っているよ。 

●約束：家族の良い所を言う 
・子ども：良いところを言うととてもうれしい気持ちに
なったし楽しかった。 

・保護者：家族みんなの良いところを上手に見つけるこ
とができました。良いところを言い合うのはとてもう
れしい気持ちになれましたね。 

親子のあたたかさが伝わってきますね。 

●振り返りに書かれてい
るよさがイイ 

プラスの方向性で書かれ
ている文が紹介されてい
ます。読むと微笑ましくな
ったり、「いいなあ」と感
じたりするものです。 

●案内に約束の例示がイイ  
取り組むときに家庭で話題に
できるように、取組の例示がさ
れています。その内容は、あい
さつや食事、お手伝い、よさみ
つけ等評価しやすく、プラスに
みる方向性があり、望ましい方
向を示しています。 

１ 

コメント  
県からのカードをそのまま利用されています。

どこの園・学校でもできるスタイルで進められて
おり、そのよさがあります。そして、子ども達を
大事にしてプラスにみて書かれていてよい取組だ
と感じます。 



笠松町立笠松小学校 ネットのルール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルールの決め方が明確  
「ネット安全学校ルール」を参考に、自分の家庭でのルー
ルを話し合って決めます。 
その際に、各家庭の実態を振り返る問いが示されてお

り、そこからルールを決めるようになっています。 

 

自分たちの実態から新しい
ルールを作り出す取組 

学ぶ中でさらにネットいじめ、写真の投稿で危険な状況に陥らないように「ネット安全学校ルール」に 
・大切な事は直接話そう 
・ネット上に写真を載せるときは、よく考えよう     の2つを追加し提案 

実施したら振り返る（集計等から） 
夏休みに取り組んだ実践カードをＰＴＡが集計し，親が止めてもやめない「ネット依存」の傾向がある実態

が明らかになりました。子どもたちがこれを課題にして学び，「ネット安全学校ルール」を考案しました。 

コメント 
わが家の約束の振り返りが、子どもたちの課題となり、新たな学
びとなっています。更に学んだ内容を発表会として保護者にも公
開していて、繋がっているのがイイですね。 

２ 

11月11日（日）ネット安全学習発表会 
5年生が，劇仕立てで全校児童及び保護

者向けに，よさと危険性を伝え，ルールを
提案しました。 



瑞穂市立穂積小学校「おにぎりを作ろう」おにぎり・弁当の日に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●基本を応用した 
3日分の取組カード 

●3日分の取組をまとめた資料の一部 

取組の様子   
学校で12月に「おにぎり・弁当の日」が実施されま

す。それに向けて家庭内で調理する機会を作っています。
低学年でもできるおにぎりづくりを3回ほど行い、徐々
に慣れていけるように考えられた取組です。感想として 
・2年の男の子：料理好きで、夏休みに帰省して、祖父、
祖母、母それぞれに合う具を考えて作り、旅行先で食
べた。おいしいといってもらえた。祖父に握り方を教
えてもらって良かった。 

・小5女子：寝込んだとき家族3人分のお昼を作ってくれ
た。本人は興味を持っています。 

・3年男の子：昨年から作っているが、手をけがして握れ
ない。でも、ボールとお茶碗を使って丸いのを作りまし
た。学童のお弁当を自分で作ってみようと頑張りやりき
った。おにぎりの型を使ったり中身は好みにこだわった
りした。 

 
●夏休みの取組の振り返りの機会を、１１月のハーブ講座
の後にサロン形式で行いました。そこでは、 
まとめの資料を見ると、おにぎりの種類がいろいろある

ことから、食の改善やバリエーションを増やすことができ
ました。また、学年による状況の違いが分かってきました。 
 

 

コメント  

学校で12月に行われる「おにぎり・弁当の日」

が定着しています。その日のおにぎりづくりに向

けて各家庭だけでなく、PTAで取り組むことで、

いろいろな視点で交流ができ、準備の機会を与え

る事ができています。 

子どもが楽しんでおにぎりを作るために家族で

協力する姿が素晴らしいですね。 

自分で作ること、周りが認めてくれる機会がで

きることが、「話そう語ろうわが家の約束」運動の

良さと言えますね。 

３ 



笠松町立笠松小学校親子料理教室（体験活動型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：７月２６日（木） 
講師：栄養教諭 伊藤克子 先生 
○応募者が多く（20組53名）午前午後2回の実施 
○メニューは・わかめ枝豆ごはん（混ぜご飯にする）・鶏
肉の甘辛ごま風味、・ハムチーズの包み焼き・キャベツ
とカニカマの塩昆布あえ・ジャーマンパンプキンの５
品を1時間15分で作る計画 

＜感想等＞ 
○保護者 
・高学年になると子ども同士で相談してやったり、親
同士のコミュニケーションの場となったり、とても
良い雰囲気でできました。 

・毎年参加させて頂いておりますが、毎回バラエティ
ー豊かでかつ家でも簡単に作れるレシピで家でも作
る事ができ、とても良いです。 

○児童 
・ハムチーズの包み焼きは、お家でも簡単に作れるか
らまた作ってみたいです。 

・ふだん自分で家で料理をあまり作っていなかったけ
ど今日じっさい自分で作ってみてたのしかった！ 

取組の様子  

学校で毎年１１月にお弁当の日が実施されます。それに向けて料理の機会を作ろうと、夏休みに「親子料理教室」、

また、全校献立「おにぎり給食」が実施されています。食育への取り組みが栄養教諭と保護者との連携で進められ

ています。 

●親子料理教室 

●おにぎり給食  
お弁当の日が初めての1年

生が学校でおにぎりを作る
機会を設ける「おにぎり給
食」は給食の献立に入れてあ
ります。 
この日は6年生が1年生に

教えに行くという場を設定
しています。 

●親子料理教室 

４ 

★県 HP 家庭教育プログラ
ム小中編（食育）より 

●食育に関す
るプログラム
の展開例や参
考資料があり
ます。ぜひご
覧ください。 
 



 

 

 

 

 

家庭教育学級リーダーの皆さんは、子育てについて悩んだり考えたりしている保護者の一人として、家庭教

育学級参加者と一緒になり「親として成長していく」という願いのもと、様々な工夫や努力をして活動を企画・

運営されたことと思います。今は、達成感や充実感を感じておられるでしょう。 

そこで、本年度も「家庭教育学級の実施状況」と「“話そう！語ろう！わが家の約束”運動の実施状況」の表

を用意してみました。まず、今年の活動の「新たな工夫」や「よかった！」ことを明確にします。それを中心

に、新しい方に引き継ぎができるようまとめるのはいかがでしょうか。 

 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 上記の表は、各市町教育委員会から依頼されている「平成３０年度家庭教育学級実施調査」項目の多くを活

用しています。委員長・学級長として、１年間多くの方と汗と知恵を出して実施されたのですから、ぜひ、自

校(園)の自慢を見つけてください。それが、新たな伝統や歴史をつくることになり、自校(園)の保護者や子ども

たちの幸せと笑顔につながっていくのです。 

 最後の締め括りも楽しみながら、みんなを笑顔にして終えることができるよう、応援しています。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
Ｅ
ⅰ

Ｅ
ⅱ
1 2 3 4 5 6 ア イ ウ エ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

10/1 目標に向かって生きる 全保護者 450 200 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　 ○ ○

参加者
数

テーマ分類
学習内容（テーマ）実施日

平成２９年度家庭教育学級実施状況調査

学習形態 学習内容分類 開催にあたっての工夫
対象者
数

講座対象

実施期間 名称 参加者 取組の概要

夏休み ノーメディアデー
全校児童

保護者
親子で約束を話し合って決め実践。懇談会でも活用。

（２）「話そう!語ろう！わが家の約束」運動を実施　　Ｅ（ⅰ）

実施期間 名称 参加者 取組の概要

夏休み あったかい言葉かけ運動
全校児童

保護者
家庭や地域でのあったかい言葉の作品募集に参加。

（３）「類似の運動」を実施　　Ｅ（ⅱ）

【学習形態】 

Ａ：学校行事参加型 
Ｂ：体験活動参加型 
Ｃ：講演型 

Ｄ：子育てサロン型 
Ｅ：在宅取組型 ⅰ、ⅱ 
 

【学習内容の分類】 

１：家庭教育全般 
２：子ども理解 
３：子どもの健康 

４：子どもの生き方 
５：社会問題  ６：その他 
 

【テキストの活用・工夫】 
Ⅰ：家庭教育学級運営マニュアル「みんなで子育て」 

Ⅱ：家庭教育プログラム「みんなで子育てⅡ（乳幼児期編）」 

Ⅲ：家庭教育プログラム「みんなで子育てⅢ（小中学校編）」 

Ⅳ：家庭教育プログラム「みんなで子育てⅣ（次世代編）」 

Ⅴ：保護者の参加しやすい開催日時の工夫 

Ⅵ：型の組み合わせ（学習形態を組み合わせて実施 Ａ+Ｃ+Ｄ等） 

 

・形態や内容等の重
複回答OKです。 

工夫やよさを見つ
けてください。 
・対象者は、保護者

の範囲や人数。 

【「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の定義】 

①家族で話し合って「わが家の約束」を決定する 
②取組を実践カード等（県ＨＰ版・自校作成版）に記録する 
③実践中、実践後、家族で互いの思いを伝え合う 

 この３段階を経ていく中でコミュニケーションを深める取組 

【約束運動の実施】 

Ａ：定義どおりの運動を実施（Ｅⅰ） 
Ｂ：定義と異なるが、類似の活動を実    

   施（Ｅⅱ） 
Ｃ：実施しなかった 
 

・今年度新たな取組を実施した
場合だけでなく、各校で継続さ

れていた取組や市での取組も
位置付ける。 
・定義とあっていれば、Eⅰ． 

平成３０年度家庭教育学級実施状況調査 

５ 



 閉講式にあたり、ごあいさつをさせていただきます。 

○○○学校の家庭教育学級では、「共に学び、豊かな心を育てよう」をテーマに、

本年度、4回の家庭教育学級を行いました。 
 

 第1回目は、○○○○先生の講演「今を生き生きと～親子が共に育つには～」を

お聞きしました。思っているだけでなく、言葉にして「ありがとう」という感謝の言葉を 1

日3回使おうという心に響くお話でした。土曜日の家族参観日で、「引き渡し訓練」も

あることから、170人という大勢の方に聞いていただくことができました。 
  
 第2回目は、1年生の保護者の皆さんを対象にして、ＰＴＡ本部の協力も仰ぎ、給

食試食会を開催しました。子ども達の給食の様子を参観するとともに、安心・安全で、

バランスのとれたメニューの学校給食のお話を栄養教諭の先生からお聞きしました。

この日のメニューは、○〇でしたね。試食しながら、小グループでの食育の話も弾

み、おいしくいただけました。 
  
 第3回目は、○○○○先生をお招きし、「思春期を見通した子育て」というテーマで

お話を聞きました。小中合同で行った人権学習で、７５人の参加を得ることができまし

た。性に関わり、相手を大切にし、自分を大切にし、命の大切さについて学びました。 
  
 第４回目（本日）は、○○○○先生に美しい姿勢と健康的な歩き方について教えて

いただきました。左右・前後で体の傾きがあったり、歪んでいたりすることも多く、まっ

すぐ立つことを意識した「なりきりウォーキング！！」で、すっきりしました。その後、茶

菓子を用意し、少人数でのグループで日頃の思いを語り合い、笑顔や笑い声の絶え

ない楽しい家庭教育学級となりました。 
  
 また、１１月には、「話そう！語ろう！わが家の約束」運動として、全保護者・児童に

よる在宅取組を実施しました。ミナモの実践カードを使い「１日１ハグ～ギューッと抱

きしめよう～」を初めて行い、大好評でした。親子のハグとコミュニケーションで幸せ

ホルモンが分泌され、愛情と信頼を実感することができ、家族の絆を深めました。 

 

 家庭教育学級とは、「学びの場」であり、「子育てについての交流の場」であるわけで

すが、学級や学年をこえた「新しい出会い」や「つながりを生んだ場」でもあったと思い

ます。 

 私自身、家庭教育学級を運営するにあたり、悩んだり迷ったりしましたが、この活動

を通じて得ることができた多くのよき仲間との「出会い」に支えられ、１年間やり切るこ

とができました。交流の幅も広がりました。 

 ＰＴＡ役員の皆さんの高い志のもと取組をさせていただけたことに、心から感謝して

おります。これからも家庭教育学級が、皆様のすばらしい学びの場であり、出会いの

場であることを願っています。ご支援ご協力、本当にありがとうございました。 

  

 

 

これは、昨年度も紹介されたものです。とても参考になりますので、再度紹介します。（一部改作） 

「閉講式」での委員長さんの「挨拶」です。「引き継ぎ」の資料としても生かせる内容です。 

参考にして、自分の「よかった！」工夫や努力を組み込みながら、喜びや感謝を伝えませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・土曜日の参観日を活用

（学校行事参加型） 

・ＰＴＡ本部や学校との

連携で、内容や日程の

工夫 

 

 
・・・対象者を絞り込んで 

の  開催 

・子どもの食生活につい

ての交流 

（学校行事＋講演会＋サロン型） 

 

・中学校との連携 

・「命」という、今日的教

育課題についての「学

び」（小中合同講演会型） 

・「ねらい」を「ふれあい」

に焦点化     

・体験活動と子育てサロ

ン型を組み合わせた 

  

(体験活動参加型+子育てサロン型)  

 

閉講式の「挨拶」が「引き継ぎ」の内容になります！！ 

・年間４回の内容がバランスよく配置され、サロン型をうまく取り入れています。  

・「話そう！語ろう！わが家の約束」運動を効果的な内容で実施しています。          

・家庭教育学級の役割が明確に述べられています。 

・役員としての苦労やその中での成長について、素直に語っておられます。 

・皆さんへの「感謝」を忘れない姿勢に、とても心をうたれます。 

 

 

・「話そう！語ろう！

わが家の約束」運 

動の実施 

・ハグをすることで 

家族の絆を深めた 

・県の実践カード活

用 (在宅取組型) 

 

６ 


